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第 62回全日本スキー技術選手権大会の参加枠について（通知） 

 

 日頃より、本連盟の事業にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、標記の第 62回全日本スキー技術選手権大会の参加枠に関する内容を下記のとおり

ご案内させていただきます。 

ご確認の程よろしくお願いいたします。 

 

記 

目的： 

全日本スキー技術選手権大会の普及発展の推進と加盟団体からの要望考慮 

 

考え方： 

全国加盟団体の地区代表選考会までを表記大会の一部とイメージとし参加意識高揚を図

る。 

 

方法： 

･同地区代表選考会の積極的な選手参加を導くためにも、同選考会参加者数（今回は選考

会申込者数とする※理由は以下に記す）に応じた特別参加枠(別紙参照)を追加付加するこ

とで活性化を図る。 

•従来の各加盟団体参加枠は維持(3年ごと見直し)した上で「加盟団体代表者選考会参加者 

数に応じた」追加枠を付加する。 

•「加盟団体代表者選考会参加者数」は、前年度の第 60回大会の実績数を基とする。 

•男子 25名、女子 10名以上にそれぞれの加盟団体に 1名追加し、加盟団体追加最大男女 

各 1名を上限とする。 (毎年見直し有り) 

•第 60回大会で付加したブロック枠は廃止いたします。なお、ブロック内での調整は従来 

通り可能です。代表選手登録時に書面を持って申請すること。 

•この追加枠については毎年見直しします。 

•今回は、特殊条件が下記２点あることによる変更を行います。 

①近年稀に見る雪不足の影響による不参加者、②能登半島地震の被災･救助･復旧に関わる

不参加者がいた。このことにより、不公平を無くすために選考会参加者数ではなく選考

会申込者による算出としました。 

以上 


